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《
翻
刻
の
部
》

凡
例

・
書
簡
・
葉
書
は
時
系
列
で
配
列
し
、
便
宜
上
番
号
を
付
し
た
。

・
日
付
は
書
簡
本
文
に
依
拠
し
、本
文
に
記
載
が
な
い
葉
書
は
消
印
に
依
拠
し
た
。

・
年
不
明
の
も
の
は
、
内
容
か
ら
推
定
し
て
年
を
〔　

〕
で
補
い
、
配
列
し
た
。

・
漢
字
は
現
在
通
用
の
字
体
と
し
、
仮
名
は
全
て
平
仮
名
と
し
た
。

・
封
筒
の
宛
名
・
差
出
人
は
改
行
を
改
め
、
〆
お
よ
び
消
印
は
省
略
し
た
。

・
注
意
す
べ
き
事
項
は
※
を
付
し
て
記
し
た
。

【
１
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
明
治
39
年
12
月
２
日
）

〔
封
筒
表
〕

赤
阪
区
青
山
南
町
六
ノ
三
〇　

徳
富
猪
一
郎
様　

貴
下

　

※
下
部
に
「
①
」
の
鉛
筆
書
き

〔
封
筒
裏
〕

麹
町
元
園
町
二
ノ
四　

黒
板
勝
美

　

※
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
用
の
印
抹
消

〔
本
文
〕

　

乱
文
御
判
読

　
　
　

奉
希
候
以
上

粛
啓

貴
著
七
十
八
日
遊
記

御
恵
贈
被
下
難
有

御
礼
申
上
候
早
速

拝
誦
仕
候
処
全
篇

み
な
こ
れ
金
玉
の
文

小
生
の
如
き
足
未
だ

清
韓
の
地
を
踏
ま
さ
る

公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
所
蔵
黒
板
勝
美
書
簡
　
翻
刻
と
解
説

　

渡
　
邉
　
　
　
剛
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者
と
い
へ
と
も
自
ら

感
興
の
湧
く
を
禁
す
る

こ
と
能
は
す
寒
灯
の

下
唯
今
読
了

仕
候
特
に
触
目
偶

感
の
篇
は
我
が
対

清
策
に
絶
好
の

注
意
を
喚
起
す
る

も
の
な
る
を
疑
は
ず
候

い
ろ
〳
〵
御
齎
還
の

珍
物
も
御
座
候
由

是
非
其
内
拝
趨

仕
度
候
先
は
御
礼

か
た
〳
〵
如
此
に
候

　
　
　
　

草
々
頓
首

十
二
月
二
日

　
　
　
　
　

黒
板
生

徳
富
老
台

　
　
　

梧
右

【
２
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
明
治
45
年
５
月
11
日
）

〔
封
筒
表
〕

赤
阪
青
山
南
町
六
丁
目　

徳
富
猪
一
郎
様　

親
展

　

※
下
部
に
「
②
」
の
鉛
筆
書
き

〔
封
筒
裏
〕

黒
板
勝
美　

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
に
て

　

※
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
用
印
に
加
筆

〔
本
文
〕

粛
啓
愈
御
清
康

奉
恐
賀
候
扨
平

子
鐸
嶺
君
追
悼

会
に
付
御
光
来

の
栄
を
得
候
よ
し

故
人
も
嘸
喜
び

申
候
事
と
奉
存
候

然
れ
ば
陳
列
会
に

は
前
田
家
よ
り
霊

異
記
等
の
珍
品
も

出
品
せ
ら
る
ゝ
事
と

相
成
候
処
若
し

此
等
に
加
ふ
る
に
老

台
の
御
珍
襲
を
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以
て
せ
ば
如
何
に

光
彩
を
添
へ
候
こ
と

か
と
発
起
人
一
同

の
希
望
に
有
之

小
生
よ
り
特
に
御
願

い
た
し
呉
よ

〔
マ
マ
〕と
の
儀

に
有
之
爰
に
裁

一
書
御
懇
願

申
上
候
次
第
に
候
就

て
は
御
珍
蔵
中
の

珍
書
に
は
御
座
候
は
ん

も
秘
府
略
一
巻

御
光
来
の
節
御

持
参
被
下
候
事

相
叶
間
敷
哉
追

悼
会
に
出
席
の
人
々
は

多
く
古
癖
の
も
の

に
て
候
事
に
候
へ
ば

若
し
御
出
陳

御
許
容
被
下
候
は
ゝ

実
に
難
有
奉
存
候

先
は
不
顧
失
礼

乱
文
匆
々
如
此
に

御
座
候

　
　
　
　

草
々
頓
首

五
月
十
一
日　

黒
板
勝
美
拝

徳
富
老
台

　
　
　

梧
右

実
は
早
く
御
願

可
申
積
に
候
処
準
備
へ

彼
是
不
得
其
意

書
中
御
願
申
上
候

【
３
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
大
正
４
年
５
月
５
日
）

〔
封
筒
表
〕

東
京
青
山
南
町
六
丁
目　

徳
富
猪
一
郎
様　

親
展

　

※
下
部
に
「
③
」
の
鉛
筆
書
き

〔
封
筒
裏
〕

慶
尚
北
道
韶
川　

黒
板
勝
美

　

※
（
朝
鮮
総
督
府
封
筒
第
一
号
）
印
抹
消
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〔
本
文
〕

粛
啓

其
後
御
無
沙
汰
御
詫
申

上
候
扨
以
御
高
庇
諸

事
総
督
府
に
於
て
心
配

し
く
れ
ら
れ
発
掘
に
就

て
も
助
手
の
問
題
も
す
べ
て

解
決
の
上
去
四
月
三
十
日

京
城
発
本
日
太
白
山
下

浮
石
寺
ま
て
参
り
申
候

是
よ
り
慶
尚
北
南
道
を
経

全
羅
南
北
道
に
入
り
忠
清

南
道
を
調
査
し
再
ひ

京
城
に
帰
り
候
は
七
月

初
旬
の
頃
と
奉
存
候
何

卒
寺
内
総
督
へ
も
可
然

御
伝
声
願
上
候
最
早

今
日
迄
に
て
も
一
二
発
見
仕
候

も
の
も
有
之
猶
古朝

鮮
に
於
け
る蹟

保
存

上
憲
兵
及
び
学
校
教
師
等
に
も

注
意
致
し
居
候
が
孰
れ

総
督
帰
任
の
上
愚
見
を

陳
ふ
る
機
会
あ
ら
む
と

奉
存
候

先
は
旅
中
多
少
の
閑
を
得

申
候
ま
ゝ
一
筆
如
此
に

御
坐
候　

草
々
頓
首

　

五
月
五
日　

黒
板
勝
美

徳
富
老
台

　
　
　

梧
右

　

※
一
七
・
一
八
行
間
に
「
朝
鮮
に
於
け
る
」
と
筆
書
き

【
４
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
大
正
５
年
４
月
22
日
）

〔
封
筒
表
〕

赤
阪
青
山
南
町
六
丁
目　

徳
富
猪
一
郎
様　

貴
展

　

※
下
部
に
「
④
」
の
鉛
筆
書
き

〔
封
筒
裏
〕

黒
板
勝
美　

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
に
て

　

※
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
用
印
に
加
筆

〔
本
文
〕

粛
啓
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今
朝
は
失
礼
仕
候

さ
て
其
節
拝
見

仕
候
灌
頂
経
中

巻
奥維

摩書
は
園
城

寺
長
吏
公
胤
僧

正
之
筆
蹟
に
有
之

他
に
未
た
所
見
無

御
座
候
も
の
に
御
座
候

建
久
□
年
は
建
久

三
年
に
て
後
白

河
法
皇
是
年
正

月
以
後
御
悩
重

ら
れ
遂
に
三
月
崩

御
諸
方
に
て
御
祈

有
之
た
る
事
当

時
の
記
録
に
て
明

了
に
御
座
候
尤
も

石
清
水
八
幡
宮
に
於

て
御
祈
祷
あ
り
し

事
は
他
に
史
料

無
之
此
点
よ
り
も

我
等
に
は
面
白
く

御
座
候
就
て
は
恐
入

候
得
共
史
料
編

纂
掛
に
於
て
も
右

奥
書
写
真
相
願

置
度
候
条
拝
借

出
来
申
間
敷
哉

御
伺
申
上
候

先
つ
右
御
願
迄

　
　
　
　

草
々
頓
首

四
月
廿
二
日　

黒
板
生
拝

徳
富
老
台

　
　
　

梧
右

二
伸

今
朝
御
願
候
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
第
三
大
会
に
対
し

何
か
一
筆
御
執
筆

相
叶
候
は
ゝ
幸
甚
之

至
に
御
座
候

　

※
四
・
五
行
目
間
に
「
維
摩
」
と
青
鉛
筆
書
き

【
５
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
昭
和
〔
４
〕
年
４
月
27
日
）

〔
封
筒
表
〕

徳
富
猪
一
郎
様　

林
譲
氏
持
参
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〔
封
筒
裏
〕

黒
板
勝
美

〔
本
文
〕

粛
啓
新
緑
之
候
に

相
成
候
処
愈
御
清
康

御
起
居
被
遊
候
由

恐
賀
之
至
に
奉
存
候

扨
而
愚
生
大
学
卒
業

直
後
故
田
口
鼎
軒

博
士
の
下
に
微
力
を

致
し
候
ひ
し
国
史

大
系
続
国
史
大
系
等

今
日
よ
り
見
れ
は
不
完

全
相
成
点
多
々
有
之

候
の
み
な
ら
ず
絶
版

以
来
十
数
年
に
及
び

候
に
付
此
度
門
下
の
人
々

に
奨
め
ら
れ
新
に
校

正
を
加
へ
且
日
本
紀
私

記
以
下
十
六
種
の
史
書

を
加
へ
全
部
六
十
冊

と
い
た
し
再
版
に
着
手

仕
候
事
に
相
成
候

処
愚
生
に
取
り
て
は

畢
生
の
事
業
に
も

有
之
故
鼎
軒
先
生

の
志
を
承
け
て
出
来

へ〔
マ
マ
〕き

だ
け
善
本
と

い
た
し
候
に
つ
い
て
は
異

本
の
校
合
を
は
し
め
出

版
費
も
多
大
の
額
に

達
し
成
る
へ
く
多

数
の
予
約
応
募
者

を
得
さ
れ
ば
成
功
六

ヶ
し
き
事
情
の
下
に

有
之
候
条
御
高
評

を
蒙
ら
せ
ば
幸
甚

不
過
之
候
も
し

此
度
社
賓
と
し
て

御
執
筆
中
の
大
阪

毎
日
東
京
日
々
紙
上

に
国
史
大
系
再
版
の

必
要
と
困
難
等
に
つ
い

て
御
高
説
を
披
瀝

し
下
さ
れ
出
版
に
つ
い
て
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御
注
意
の
点
等
拝

承
仕
り
候
事
を
得

は
予
約
宣
伝
上
尤

も
効
果
あ
る
こ
と
ゝ

奉
存
上
候
実
は
参

伺
御
願
可
申

儀
に
候
へ
と
も
公
私
愈

忙
不
得
其
意
平
生

の
御
高
情
に
甘
へ
て

こ
ゝ
に
書
中
願
意

申
述
候
猶
出
版
書

肆
吉
川
弘
文
館
主

林
譲
氏
よ
り
委
曲

御
聴
取
下
さ
れ
度

奉
希
上
候　

頓
首

　

四
月
廿
七
日　

黒
板
勝
美

徳
富
老
台

　
　
　

梧
右

【
６
】
並
木
仙
太
郎
宛
（
昭
和
６
年
７
月
22
日
〔
本
文
欠
〕）

〔
封
筒
表
〕

京
橋
区
西
銀
座
八
ノ
九　

民
友
社
内　

並
木
仙
太
郎
様　

速
達

〔
封
筒
裏
〕

東
京
市
外
渋
谷
町
桜
丘
七
八　

黒
板
勝
美　

七
月
廿
二
日

　

※
住
所
氏
名
は
印
判

【
７
】
徳
富
蘇
峰
先
生
古
稀
祝
賀
会
宛
（
昭
和
７
年
２
月
26
日
）

〔
葉
書
表
〕

東
京
麹
町
区
丸
ノ
内　

日
本
電
報
通
信
社
（
総
務
課
）
内　

徳
富
蘇
峰
先
生
古
稀

祝
賀
会
御
中

　

※
全
て
印
字

〔
葉
書
裏
〕

徳
富
蘇
峰
先
生
古
稀
祝
賀
会

　
　

三
月
十
三
日
午
後
四
時　

於
帝
国
ホ
テ
ル

出
席

欠
席

　

月　

日　

芳
名　

黒
板
勝
美

　

※
署
名
削
除
線
以
外
全
て
印
字
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【
８
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
昭
和
７
年
８
月
20
日
）

〔
封
筒
表
〕

府
下
入
新
井
、
荒
井
宿　

徳
富
猪
一
郎
様　

貴
展

　

※
左
上
部
に
「
善
本
書
目
御
礼
」「
本
朝
文
粋
拝
見
願
」
と
朱
筆
書
き

　

※
下
部
に
「
８

．
２

２

」
と
鉛
筆
横
書
き
・「
ス
」
と
筆
書
き

〔
封
筒
裏
〕

市
外
渋
谷
桜
丘　

黒
板
勝
美

〔
本
文
〕

粛
啓

酷
暑
未
去
候
処

愈
御
清
康
奉
賀
候

然
者
成
簣
堂

善
本
目
録
并

図
版
御
恵
贈
を

忝
う
し
厚
く

御
礼
申
上
候
実
は

小
生
去
月
来
京
城

の
方
に
出
張
い
た
し
居

今
日
迄
打
過
候
段

何
卒
御
海
容

下
さ
れ
度
奉
願
候

猶
右
善
本
目
録
拝

見
之
処
本
朝
文
粋

古
写
本
御
所
蔵
の

趣
同
書
は
目
下
続
刊

中
の
国
史
大
系
に
編

入
い
た
し
候
ひ
し
も
の
ゝ
一

に
有
之
校
正
用
と
し
て

是
非
拝
見
仕
度

若
御
許
容
を
賜
は
ら
は

啻
に
迂
生
一
人
の
幸

の
み
に
無
御
座
候

先
は
御
礼
旁
御

願
ま
て
如
此
候

　
　
　
　

頓
首

　

八
月
廿
日　

黒
板
勝
美

徳
富
蘇
峰
先
生

　
　
　
　
　

梧
右

【
９
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
昭
和
14
年
６
月
13
日
）

〔
封
筒
表
〕

大
森
区
山
王
一
ノ
二
八
三
二　

徳
富
猪
一
郎
様
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※
下
部
に
「
ス
」
と
筆
書
き

〔
封
筒
裏
〕

渋
谷
区
栄
通
二
ノ
六　

黒
板
勝
美　

六
月
十
三
日

〔
本
文
〕

拝
啓

初
夏
の
候
益
々
御

多
祥
の
段
賀
奉
候

陳
者
殊
に
唐
突
の

御
願
に
候
へ
ど
も
国
史

大
系
所
収
本
朝
文

粋
校
合
の
た
め
に

御
襲
蔵
の
古
字
本

朝
文
粋
一
巻
拝

借
仕
り
度
く
存
じ
申
候

仍
て
不
日
丸
山
二
郎
氏

差
出
し
度
く
何
卒

特
別
の
御
配
慮
を
以
て

御
貸
し
被
下
度
く
候
若
し

拝
借
の
儀
御
差
閊
御

座
候
は
ゞ
せ
め
て
一
見

校
合
の
儀
な
り
と
も

御
許
被
下
度
候
併
し

是
非
〳
〵
老
生
も
一
見

仕
り
度
く
候
間
両
三
日
の

間
な
り
と
て
も
御
貸
被
下
様

懇
願
仕
候
誠
に
勝

手
な
御
願
な
が
ら
何
時

御
伺
せ
し
め
て
よ
ろ
し
き

か
御
洩
し
に
預
る

を
得
ば
幸
甚
に
存
候

次
に
老
生
監
修
と
な
り

大
久
保
侯
爵
を
顧
問

と
し
て
編
纂
中
の

鹿
児
島
県
史
も
漸
く

第
一
巻
公
刊
と
相
成

り
申
候
間
一
本
御

手
許
に
ま
で
差
上
仕
候

間
何
卒
御
覧
被
下
度
候

全
部
に
て
五
巻
の
予

定
に
御
座
候

右
御
頼
申
上
げ
候

　
　
　
　
　
　

敬
具

六
月
十
三
日　

黒
板
勝
美

蘇
峰
先
生
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座
下

【
10
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
昭
和
14
年
11
月
13
日
）

〔
封
筒
表
〕

大
森
区
山
王
一
ノ
二
八
三
二　

徳
富
猪
一
郎
様

〔
封
筒
裏
〕

渋
谷
区
栄
通
り
二
ノ
六　

黒
板
勝
美

〔
本
文
〕

拝
啓

此
度
は
本
朝
文

粋
拝
見
せ
し
め

度
く
御
頼
み
申
候

処
幸
に
も

御
恩
に
預
り
候
て

一
昨
日
丸
山
氏
を
御

伺
せ
し
め
候
一
々
対

校
す
る
の
栄
を
得

申
候
段
厚
御

礼
申
上
仕
候

右
略
儀
御
礼
ま
で

　

十
三
日　

黒
板
勝
美

徳
富
老
兄

　
　
　

座
下

【
11
】
徳
富
蘇
峰
宛
（
昭
和
18
年
４
月
26
日
）

〔
封
筒
表
〕

大
森
区
山
王
一
ノ
二
、
八
三
二　

徳
富
猪
一
郎
様

〔
封
筒
裏
〕

東
京
市
渋
谷
区
栄
通
二
丁
目
六
番
地　

黒
板
勝
美

　

※
住
所
氏
名
は
印
判

〔
本
文
〕

粛
啓

陽
春
の
候
愈
々
御
清
祥
奉
大
賀
候
然
者
小
生
古

稀
之
齢
に
達
し
候
処
不
図
も
昨
日
は
御
鄭
重

な
る
御
祝
品
を
賜
は
り
難
有
頂
戴
仕
候
御
芳

情
の
段
御
礼
申
述
度
如
此
御
座
候　

敬
具

　

少
不
如
人
何

　

況
老
過
猶
未

　

免
敢
言
功
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四
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
板
勝
美

徳
富
猪
一
郎
様

　

※
本
文
は
宛
名
筆
書
き
以
外
印
字

　

※
漢
詩
は
黒
板
直
筆
を
印
刷

〔
本
文
別
紙
〕

拝
啓
春
暖
の
候
愈
々
御
安
康
の
段
奉
賀
候

陳
者
今
般
父
の
古
稀
を
御
祝
被
下
候
て
昨
日
祝
賀
記

念
品
（
一
金
参
万
壱
千
六
百
拾
九
円
四
拾
四
銭
也
）
御
恵
与
に

預
り
申
し
候
始
終
渝
ら
ざ
る
御
懇
情
の
段
家
族
一
同

感
佩
の
至
に
御
座
候
父
は
発
病
以
来
既
に
七
年
を
閲

み
し
候
が
御
皆
々
様
の
御
蔭
に
よ
り
て
漸
く
息
災
に

最
近
は
起
居
や
ゝ
不
自
由
乍
ら
殊
に
健
康
状
態
も
宜

く
新
聞
雑
誌
を
繙
き
或
は
散
策
を
試
み
る
等
日
々
平

安
に
消
光
罷
在
候
間
乍
他
事
御
放
念
被
成
下
度
候

顧
み
れ
ば
先
年
旅
行
中
に
大
患
を
発
し
候
際
は
各
位
の

殊
の
外
の
御
配
慮
に
預
り
申
し
候
が
そ
の
後
倖
に
再

発
も
せ
ず
し
て
こ
ゝ
に
古
稀
の
齢
を
重
ね
得
た
る
は

こ
れ
偏
に
御
芳
情
の
賜
物
と
存
ず
る
次
第
に
御
座
候

な
ほ
此
上
と
も
能
ふ
限
り
家
族
一
同
看
護
相
加
へ
御

芳
志
に
酬
ひ
度
存
念
に
有
之
候
何
卒
今
後
と
も
宜
敷

奉
願
上
候

右
乍
略
儀
以
書
中
御
礼
の
御
挨
拶
迄
如
斯
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　

四
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
板
昌
夫

徳
富
猪
一
郎
様

　

※
本
文
は
宛
名
筆
書
き
以
外
印
字

《
解
説
の
部
》

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
の
徳
富
蘇
峰
記
念
館
を
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人
徳
富

蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
は
、
徳
富
蘇
峰
宛
書
簡
を
四
万
六
千
通
余
所
蔵
し
て
い
る

（
差
出
人
は
約
一
万
二
千
余１
）。
こ
の
な
か
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
・
在
野
の
歴
史

家
の
書
簡
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
従
来
も
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の

の
、
歴
史
家
研
究
・
史
学
史
研
究
に
本
格
的
に
活
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
少
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る２
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
平
成
三
一
年
に
坂
口
太
郎
氏
『
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け

る
徳
富
蘇
峰
と
平
泉
澄
│
そ
の
史
学
史
的
考
察
│
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記

念
館
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
、
徳
富
蘇
峰
と
平
泉
澄

の
関
係
性
や
史
学
史
的
意
義
を
論
じ
た
も
の
で
、
歴
史
家
の
論
著
、
先
行
研
究
や

関
係
文
献
の
博
捜
に
加
え
て
財
団
所
蔵
の
歴
史
家
書
簡
を
活
用
し
、
平
泉
澄
書
簡
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に
つ
い
て
は
末
尾
に
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。
特
に
、
第
二
章
「
大
正
・
昭
和
戦

前
期
に
お
け
る
徳
富
蘇
峰
と
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
は
、
財
団
所
蔵
の
歴
史
家
書

簡
か
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
歴
史
家
た
ち
が
蘇
峰
の
宣
伝
力
の
み
な
ら
ず
コ
レ
ク

タ
ー
・
史
料
提
供
者
と
し
て
の
側
面
を
敬
重
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
歴

史
家
研
究
・
史
学
史
研
究
に
お
け
る
財
団
所
蔵
書
簡
検
討
の
意
義
を
示
し
た
も
の

と
い
え
よ
う
。
最
近
で
は
、
財
団
所
蔵
の
民
間
史
家
・
郷
土
史
家
書
簡
が
取
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
て
い
る３
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
受
け
、
財
団
所
蔵
の
黒
板
勝
美
書
簡
の
翻

刻
・
解
説
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
既
に
坂
口
氏
の
報
告
書
に
お
い
て
一
部
の
黒
板

書
簡
が
取
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
も
黒
板
書
簡
へ
の
言
及
は
存
在
す
る

が
、
本
稿
は
そ
れ
ら
に
導
か
れ
つ
つ
、
両
者
に
ま
つ
わ
る
関
連
事
項
を
整
理
・
追

究
し
て
み
た
い
。

明
治
・
大
正
期
の
書
簡

　

書
簡
内
容
に
入
る
前
に
、
黒
板
と
蘇
峰
の
面
識
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
き
た
い
。

　

昭
和
一
一
年
一
一
月
七
日
、
青
山
会
館
に
お
い
て
、
蘇
峰
の
文
章
報
国
五
十
年

祝
賀
紀
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
黒
板
は
「
我
国
史
学
界
劃
期
的
事
業
│
六
国

史
と
『
近
世
日
本
国
民
史
』
│
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
る
が
、
冒
頭
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
先
生
の
名
を
始
め
て
知
り
ま
し
た
の
は
、
未
だ
中
学
生
の
頃
、
国
民
の

友
と
い
ふ
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
時
分
に
、
未
だ
よ
く
記
憶
し
て
居
り
ま
す

が
、
嗚
呼
国
民
之
友
現〔
マ
マ
〕は
れ
た
り
と
い
ふ
言
葉
を
以
つ
て
始
め
ら
れ
た
。
其

文
章
に
は
私
共
が
魅
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
実
は
私
「
将
来
之
日
本
」

と
い
ふ
も
の
が
出
ま
し
た
頃
は
、
未
だ
さ
う
い
ふ
書
物
を
買
ふ
資
力
が
な
か

つ
た
の
で
、
遂
に
読
む
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
大
学
を
出
ま

し
て
か
ら
田
口
卯
吉
先
生
の
許
に
尚
ほ
暫
く
御
厄
介
に
な
つ
て
居
つ
た
。
そ

の
時
始
め
て
田
口
先
生
の
御
紹
介
で
、
先
生
に
お
目
に
掛
る
機
会
を
得
た
や

う
に
考
へ
ま
す
。
爾
来
殆
ん
ど
四
十
年
そ
の
間
色
々
の
事
に
於
て
、
先
生
の

御
教
授
を
受
け
て
居
る
関
係
か
ら
、
此
度
の
祝
賀
会
に
対
し
て
も
、
私
と
し

て
は
衷
心
の
欣
び
を
禁
ず
る
を
得
な
い
わ
け
で
、
何
と
も
感
慨
に
堪
へ
な
い

次
第
で
あ
り
ま
す４
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
九
年
一
〇
月
刊
行
の
『
将
来
之
日
本
』、
そ
し
て
翌

年
二
月
に
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
雑
誌
『
国
民
之
友
』
に
よ
り
、
当
時
大
村
中
学
校

の
生
徒
で
あ
っ
た
黒
板
は
蘇
峰
の
存
在
を
知
っ
た
ら
し
い５
。
第
五
高
等
中
学
校
在

学
中
の
明
治
二
五
年
五
月
、
校
友
会
誌
『
竜
南
会
雑
誌
』
第
五
号
に
執
筆
し
た
論

文
「
藤
本
君
文
学
上
ノ
意
見
ニ
付
テ
」
に
は
『
国
民
之
友
』
掲
載
の
落
合
直
文
論

文
の
影
響
が
み
ら
れ６
、
黒
板
が
『
国
民
之
友
』
に
触
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
直
接
面
識
が
で
き
た
の
は
、
明
治
二
九
年
七
月
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
史

科
を
卒
業
し
大
学
院
に
進
学
す
る
と
と
も
に
、
田
口
卯
吉
の
経
済
雑
誌
社
に
入
っ

て
『
国
史
大
系
』
校
訂
に
従
事
し
て
い
た
頃
だ
と
い
う
。

　

蘇
峰
の
名
を
江
湖
に
広
め
た
『
将
来
之
日
本
』
は
田
口
の
経
済
雑
誌
社
か
ら
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
蘇
峰
に
と
っ
て
田
口
は
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
が７
、
黒

板
に
と
っ
て
田
口
は
恩
人
で
あ
る
と
と
も
に
、『
日
本
開
化
小
史
』
を
刊
行
し
て
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国
史
へ
の
関
心
を
朝
野
に
巻
き
起
こ
し
、
国
史
普
及
の
た
め
に
各
種
の
出
版
事
業

を
成
し
遂
げ
た
偉
人
で
あ
っ
た
。
黒
板
は
右
の
講
演
に
お
い
て
、
蘇
峰
の
修
史
事

業
に
対
す
る
田
口
の
影
響
を
推
測
し
て
い
る８
。

　

明
治
・
大
正
期
の
書
簡
の
う
ち
、
最
も
古
い
も
の
は
【
１
】（
明
治
39
年
12
月

２
日
）
で
あ
る
。
当
時
の
黒
板
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
。

【
１
】〜【
４
】の
封
筒
表
下
部
に
は
①
〜
④
と
そ
れ
ぞ
れ
鉛
筆
書
き
が
あ
る
が
、
誰

の
書
込
み
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

本
書
簡
は
同
年
一
一
月
に
民
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
蘇
峰
の
『
七
十
八
日
遊

記
』
に
対
す
る
礼
状
で
、
同
書
は
蘇
峰
に
よ
る
日
露
戦
後
の
大
陸
・
半
島
視
察
見

聞
記
で
あ
る
。
礼
状
の
文
面
を
額
面
通
り
に
は
受
け
取
れ
な
い
が
、
中
国
の
国
民

性
に
対
す
る
評
論
部
分
「
触
目
偶
感
」
が
比
較
的
興
味
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
部
分
は
中
国
に
お
け
る
国
家
観
念
の
希
薄
や
「
文
弱
」「
我
利
」
を
批
判
的
に

述
べ
る
一
方
で
、
中
国
人
の
「
人
種
」
と
し
て
の
勢
力
を
有
力
視
す
る
も
の
で
あ

り
、
同
書
末
尾
の
「
結
論
一
束
」
で
は
朝
鮮
半
島
・
大
陸
経
営
の
困
難
を
予
測
し

つ
つ
、
日
本
人
に
よ
る
指
導
の
責
任
が
述
べ
ら
れ
て
い
た９
。
黒
板
は
明
治
三
六
年

脱
稿
の
博
士
論
文
「
日
本
古
文
書
様
式
論
」
に
お
い
て
、
国
家
の
興
亡
常
な
き
中

国
の
古
文
書
が
湮
滅
し
た
一
方
、
一
系
の
皇
室
が
続
き
政
治
的
に
安
定
し
た
日
本

に
多
く
古
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
点
を
述
べ
て
お
り
、
多
少
意
を
強
く
す
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
いＡ
。

　

蘇
峰
が
古
典
籍
や
古
文
書
の
蒐
集
を
開
始
し
た
の
は
明
治
三
〇
年
代
初
頭
で
、

明
治
末
年
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
を
終
え
た
と
も
い
わ
れ
る
がＢ
、
ち
ょ
う
ど
明
治
末

年
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
コ
レ
ク
タ
ー
・
史
料
提
供
者
と
し
て
の
蘇
峰
と
黒
板

の
や
り
取
り
を
伝
え
る
書
簡
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
黒
板
は
、
文
科
大
学

助
教
授
の
か
た
わ
ら
、
様
々
な
社
会
的
活
動
や
執
筆
を
多
く
こ
な
し
て
お
り
、
蘇

峰
は
桂
太
郎
の
死
と
と
も
に
現
実
政
治
か
ら
言
論
へ
と
自
己
の
軸
足
を
移
し
つ
つ

あ
っ
た
。

　
【
２
】（
明
治
45
年
５
月
11
日
）
は
、
美
術
史
家
・
平
子
鐸
嶺
の
追
悼
会
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

平
子
は
仏
教
史
・
美
術
史
家
で
、
法
隆
寺
非
再
建
論
を
唱
え
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
が
、
明
治
四
四
年
五
月
に
病
で
死
去
し
た
。
平
子
死
去
の
翌
月
に
刊
行
さ
れ
た

『
歴
史
地
理
』
一
七-

六
に
は
、
黒
板
・
藤
田
明
連
名
の
追
悼
文
「
平
子
鐸
嶺
君
を

悼
む
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
黒
板
と
平
子
の
親
交
は
平
子
が

法
隆
寺
非
再
建
論
を
唱
え
た
頃
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
、
明
治
四
一
年
に
は
、
両

名
や
荻
野
仲
三
郎
な
ど
が
古
筆
の
実
物
大
復
刻
『
汲
古
留
真
』
刊
行
を
図
る
汲
古

会
を
組
織
し
て
い
るＣ
。

　

晩
年
に
深
ま
っ
た
交
友
か
ら
、
黒
板
は
平
子
追
悼
行
事
を
取
り
ま
と
め
る
立
場

と
な
っ
た
。
平
子
死
去
直
後
の
追
悼
会
で
は
遺
族
に
代
わ
っ
て
謝
辞
を
述
べ
、
法

隆
寺
へ
の
遺
骨
埋
葬
や
、
遺
著
出
版
に
つ
い
て
話
し
て
お
りＤ
、
同
年
一
〇
月
に
法

隆
寺
に
供
養
塔
を
建
立
し
た
際
に
は
発
起
人
総
代
を
つ
と
め
て
い
るＥ
。
大
正
三
年

四
月
に
は
、
中
川
忠
順
、
稲
葉
君
山
と
共
編
で
平
子
の
論
文
集
『
仏
教
芸
術
の
研

究
』（
金
港
堂
書
籍
）
を
刊
行
し
た
。
平
子
は
法
隆
寺
復
興
を
念
願
し
て
い
た
が
、

こ
う
し
た
追
悼
の
場
で
岡
倉
天
心
や
黒
板
に
よ
っ
て
そ
の
遺
志
の
継
承
が
目
指
さ

れ
、「
法
隆
寺
会
」
が
結
成
さ
れ
たＦ
。
こ
の
動
き
は
岡
倉
の
死
な
ど
に
よ
っ
て
頓
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挫
し
た
が
、
や
が
て
黒
板
ら
は
改
め
て
「
聖
徳
太
子
一
千
三
百
年
御
忌
奉
賛
会
」

を
結
成
し
、
法
隆
寺
復
興
・
聖
徳
太
子
顕
彰
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
っ
た
。

　
【
２
】は
平
子
死
去
翌
年
の
追
悼
会
に
あ
た
る
が
、
合
せ
て
行
わ
れ
る
古
典
籍
の

展
観
に
、
蘇
峰
所
蔵
『
秘
府
略
』
の
出
陳
を
願
っ
て
い
る
。
同
書
は
後
に
古
典
保

存
会
に
よ
っ
て
複
製
さ
れ
た
も
の
で
、
蘇
峰
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
極
め
て

価
値
が
高
い
も
の
で
あ
っ
たＧ
。
も
っ
と
も
、
翌
日
開
催
の
追
悼
会
に
関
す
る
唐
突

な
依
頼
で
あ
っ
た
た
め
か
、
貴
重
な
出
陳
の
数
々
を
伝
え
て
い
る
開
催
報
告
に
記

載
は
な
いＨ
。
七
回
忌
に
あ
た
る
大
正
六
年
の
追
悼
会
の
際
に
改
め
て
出
陳
が
乞
わ

れ
た
の
か
、『
秘
府
略
』
出
陳
と
蘇
峰
の
出
席
が
報
じ
ら
れ
て
い
るＩ
。

　
【
２
】の
よ
う
な
展
観
行
事
は
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
流
行
し
て
い
っ
た

よ
う
で
、
大
正
二
年
に
は
史
学
会
大
会
に
お
け
る
展
観
も
開
始
さ
れ
て
い
る
がＪ
、

蘇
峰
は
提
供
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
み
な
ら
ず
、
参
加
者
と
し
て
展
観
を

楽
し
み
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
と
会
話
を
交
え
、
親
交
を
深
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
【
４
】（
大
正
５
年
４
月
22
日
）
は
、
蘇
峰
が
自
己
の
所
蔵
す
る
『
維
摩
経
巻
中
』

一
巻
の
奥
書
に
つ
い
て
鑑
定
を
求
め
た
こ
と
に
対
す
る
黒
板
の
返
答
で
あ
る
。
黒

板
は
同
奥
書
の
価
値
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
史
料
編
纂
掛
で
奥
書
の
写
真
を
撮

影
し
て
所
蔵
す
る
た
め
、
史
料
の
一
時
借
用
を
求
め
て
い
る
。

　

本
書
簡
に
つ
い
て
は
、
舘
隆
志
氏
が
園
城
寺
公
胤
研
究
に
お
い
て
書
簡
内
容
を

翻
刻
・
紹
介
し
て
お
り
、
現
在
の
史
料
編
纂
所
に
は
大
正
五
年
四
月
に
納
め
ら
れ

た
同
奥
書
の
台
紙
付
写
真
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蘇
峰
が
黒
板
の
要
望
に

直
ち
に
応
じ
た
と
推
定
し
て
い
るＫ
。
ま
た
、
坂
口
太
郎
氏
は
本
書
簡
や
、
他
の
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
の
書
簡
・
回
想
、
史
料
編
纂
所
の
目
録
な
ど
を
も
と
に
、
コ
レ

ク
タ
ー
・
史
料
提
供
者
と
し
て
の
蘇
峰
の
重
要
性
が
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
の
蘇

峰
へ
の
協
力
姿
勢
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
るＬ
。

　

二
伸
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
第
三
大
会
」
と
い
う
の
は
、
当
時

の
黒
板
が
主
導
し
て
い
た
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
が
四
月
二
九
〜
三
〇
日
に
開

催
し
た
、
第
三
回
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
を
指
す
。
明
治
三
九
年
に
第
一
回
、

明
治
四
〇
年
に
第
二
回
の
大
会
を
開
催
し
て
以
降
、
日
本
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動

は
不
調
に
陥
り
、
大
会
は
長
ら
く
開
催
出
来
な
か
っ
た
。
大
正
五
年
の
第
三
回
大

会
は
運
動
復
興
の
機
運
を
受
け
た
久
々
の
開
催
で
あ
り
、
黒
板
と
し
て
は
蘇
峰
の

宣
伝
力
に
頼
り
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
うＭ
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
『
国
民
新
聞
』

紙
上
で
蘇
峰
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
言
及
し
た
形
跡
は
な
く
、
黒
板
の
あ
て
は
外
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

坂
口
氏
は
、
蘇
峰
の
史
料
提
供
の
手
法
と
し
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
の
複

製
・
出
版
を
挙
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
民
友
社
が
行
っ
た
丹
鶴
叢
書
本
『
日

本
書
紀 

神
代
巻
』
や
、
成
簣
堂
叢
書
や
新
成
簣
堂
叢
書
の
刊
行
事
業
、
前
述
の

『
秘
府
略
』
の
複
製
許
可
な
ど
で
あ
るＮ
。

　

黒
板
も
、
こ
う
し
た
出
版
事
業
や
複
製
許
可
に
好
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。
た
と
え
ば
、
大
正
三
年
に
刊
行
し
た
丹
鶴
叢
書
本
『
日
本
書
紀 

神
代

巻
』
に
つ
い
て
は
『
国
民
新
聞
』
紙
上
で
評
価
し
て
お
りＯ
、
大
正
六
年
五
月
の
国

史
談
話
会
に
お
い
て
は
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
成
簣
堂
叢
書
第
一
〇
編
『
論
語
鈔
』

全
六
巻
に
つ
い
て
取
上
げ
て
い
るＰ
。
蘇
峰
が
所
蔵
の
『
貞
観
政
要
』
巻
十
を
大
正

四
年
一
一
月
に
『
仮
名
貞
観
政
要
』
と
し
て
刊
行
す
る
際
に
は
、
黒
板
が
同
書
の

筆
写
年
代
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
りＱ
、
蘇
峰
の
刊
行
事
業
の
価
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値
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
の
協
力
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
て
も
い
た
。

　

大
正
八
年
、
黒
板
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
昇
任
し
た
が
、
そ
の
前

年
、蘇
峰
は
か
ね
て
念
願
の
『
近
世
日
本
国
民
史
』
執
筆
を
開
始
し
、『
国
民
新
聞
』

紙
上
に
そ
れ
を
連
載
し
た
。
こ
の
事
業
に
対
し
、
史
料
編
纂
掛
に
属
す
る
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
史
家
は
協
力
的
な
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
蘇
峰
自
身
の
史
料
蒐
集
の
努
力

も
あ
い
ま
っ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
も
相
応
に
評
価
す
る
叙
述
が
生
み
だ
さ
れ

たＲ
。
坂
口
氏
は
こ
れ
を
「
蘇
峰
と
史
料
編
纂
掛
の
間
に
結
ば
れ
た
互
恵
的
関
係
の

産
物
」
と
評
し
て
い
るＳ
。

　

蘇
峰
は
『
国
民
史
』
執
筆
の
た
め
、
各
地
で
史
蹟
・
史
料
調
査
を
行
っ
た
が
、

旅
先
で
黒
板
と
出
会
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
執
筆
を
開
始
し
た
大
正
七
年
一
一
月
に

は
東
大
寺
で
、
大
正
一
一
年
一
一
月
頃
に
は
奈
良
若
草
山
の
旅
館
・
武
蔵
野
で
偶

然
会
っ
た
と
い
い
、
後
者
に
際
し
て
は
「
奈
良
へ
く
る
と
よ
く
会
い
ま
す
な
」
と

語
り
あ
っ
た
と
い
うＴ
。

　

大
正
一
三
年
一
一
月
、
黒
板
は
宮
内
大
臣
・
牧
野
伸
顕
を
訪
問
し
、
蘇
峰
の
東

山
御
文
庫
拝
観
に
つ
い
て
意
見
を
開
陳
し
た
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
見
を
述

べ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
牧
野
は
即
断
を
避
け
、
工
藤
壮
平
か
ら
通
知
さ
せ

る
こ
と
に
し
た
と
い
うＵ
。
財
団
所
蔵
の
蘇
峰
宛
工
藤
書
簡
は
、
翌
年
一
一
月
に
拝

観
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
がＶ
、
前
述
の
よ
う
な
蘇
峰
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史

家
の
関
係
性
を
勘
案
す
れ
ば
、
黒
板
が
拝
観
に
好
意
的
な
見
解
を
示
し
た
可
能
性

は
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、【
３
】（
大
正
４
年
５
月
５
日
）
は
、
黒
板
の
朝
鮮
半
島
学
術
調
査
中
に

出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
が
、【
２
】【
４
】と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

　
「
未
だ
清
韓
の
地
を
踏
ま
さ
る
者
」
と【
１
】で
述
べ
て
い
た
黒
板
は
、
こ
の
時

初
め
て
朝
鮮
半
島
を
訪
れ
た
。
こ
の
調
査
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
出
張
の
名
目
で

行
わ
れ
た
が
、
四
月
一
七
日
に
東
京
発
、
八
月
六
日
に
帰
京
と
い
う
長
期
の
も
の

で
、
半
島
滞
在
は
百
余
日
に
及
ん
だ
。
山
川
健
次
郎
総
長
宛
の
「
朝
鮮
史
蹟
遺
物

調
査
復
命
書
」
に
記
さ
れ
た
行
程
に
よ
れ
ば
、
四
月
三
〇
日
に
京
城
出
発
、
五
月

五
日
は
「
浮
石
寺
ヲ
経
テ
西
碧
里
」
と
あ
り
、
書
簡
と
符
合
す
るＷ
。

　

黒
板
は
蘇
峰
の
「
御
高
庇
」
に
感
謝
し
て
い
る
が
、
蘇
峰
は
韓
国
併
合
が
行
わ

れ
た
明
治
四
三
年
か
ら
総
督
府
機
関
紙
『
京
城
日
報
』『
毎
日
申
報
』
の
経
営
に

参
画
し
て
い
た
の
でＸ
、
そ
の
関
係
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
書
簡
執
筆
時
、
朝
鮮
総

督
・
寺
内
正
毅
は
内
地
に
い
た
た
めＹ
、
同
じ
く
内
地
に
い
た
蘇
峰
に
大
ま
か
な
行

程
を
伝
え
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
。
黒
板
は
帰
途
に
つ
く
八
月
二
日Ｚ
、
ち
ょ
う
ど

朝
鮮
に
渡
っ
て
き
て
い
た
蘇
峰
を
訪
問
し
て
い
るａ
。

　

こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
黒
板
は
「
憲
兵
」「
学
校
教
師
」
に
対
し
、
史
蹟
保
存

に
つ
い
て
注
意
を
与
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
、
黒
板
は
朝
鮮
古
蹟
の
調

査
・
保
存
事
業
に
深
く
関
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
がｂ
、
最
初
の
調
査
、
し
か
も

出
発
間
も
な
い
段
階
で
、
早
く
も
こ
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
興
味

深
い
。

　

黒
板
ら
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
と
蘇
峰
は
、
基
本
的
に
は
歴
史
や
古
典
籍
に
お
い

て
結
ば
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
が
、
黒
板
は
蘇
峰
の
実
際
政
治
上
の
影
響
力
を
も

活
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
期
の
書
簡

　

大
正
八
年
に
教
授
と
な
っ
た
黒
板
は
、
昭
和
一
〇
年
の
定
年
退
官
に
い
た
る
ま
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で
国
史
学
科
を
統
率
す
る
と
と
も
に
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
校
訂
編
纂
事
業
、

『
更
訂
国
史
の
研
究
』
の
刊
行
な
ど
に
よ
っ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
代
表
的
歴
史

家
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
、
蘇
峰
は
昭
和
四
年
に
国
民
新
聞

社
を
退
社
し
た
も
の
の
、
同
年
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
社
賓
と
な
り
、『
大
阪
毎
日

新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』
紙
上
で
『
近
世
日
本
国
民
史
』
の
連
載
を
続
け
て
い
た
。

　
【
５
】（
昭
和
〔
４
〕
年
４
月
27
日
）
は
、
黒
板
の
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
校

訂
編
纂
事
業
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。
書
簡
持
参
者
の
林
譲
は
、
当
時
の

吉
川
弘
文
館
社
長
で
あ
っ
た
。

　

本
書
簡
に
つ
い
て
は
、
坂
口
太
郎
氏
が
取
上
げ
て
い
る
。
同
氏
は
、『
新
訂
増

補
国
史
大
系
』
内
容
見
本
に
よ
っ
て
そ
の
予
約
締
切
日
が
同
年
五
月
三
一
日
で

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
予
約
応
募
者
確
保
の
た
め
に
蘇
峰
の
新
聞
紙
上
で
の
宣

伝
を
求
め
て
い
る
書
簡
内
容
か
ら
昭
和
四
年
執
筆
と
推
定
し
て
い
る
がｃ
、
首
肯
で

き
る
見
解
で
あ
る
。

　

こ
の
校
訂
編
纂
事
業
に
関
し
て
は
、
黒
板
の
下
で
事
業
に
尽
瘁
し
た
丸
山
二
郎

の
回
想
が
あ
るｄ
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
四
年
三
月
末
に
丸
山
が
事
業
の
中
核
と

な
る
た
め
に
姫
路
か
ら
上
京
し
た
際
に
は
、「
既
に
そ
の
計
画
は
漸
く
進
ん
で
、

趣
旨
書
と
い
う
も
の
、
内
容
見
本
な
ど
も
出
来
て
い
た
」
と
い
い
、
同
年
四
月
か

ら
本
格
的
に
事
業
が
開
始
さ
れ
た
と
い
うｅ
。

　

有
力
者
に
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
刊
行
へ
の
理
解
を
求
め
る
書
簡
は
他
に
も

残
っ
て
い
る
がｆ
、
言
論
出
版
界
に
影
響
力
を
も
ち
、
古
典
籍
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も

あ
る
蘇
峰
の
理
解
と
宣
伝
力
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
大

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
蘇
峰
の
存
在
感
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
」
と
坂
口
氏

が
評
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
同
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
蘇
峰
は
締
切

日
ま
で
『
大
阪
毎
日
新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』
に
推
薦
文
を
執
筆
し
て
は
く
れ

な
か
っ
た
と
い
い
、
こ
こ
で
も
黒
板
の
あ
て
は
外
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
書
簡
で
、
黒
板
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
校
訂
編
纂
を
「
畢
生
の
事
業
」

と
し
て
お
り
、
そ
の
意
気
込
み
の
ほ
ど
が
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
を
「
門
下
の

人
々
に
奨
め
ら
れ
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

　

も
と
も
と
、『
国
史
大
系
』
再
刊
を
計
画
し
た
の
は
、
震
災
後
の
困
難
な
状
況

下
で
吉
川
弘
文
館
を
相
続
し
た
林
譲
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
吉
川
弘
文
館

の
建
て
直
し
を
図
る
計
画
の
一
つ
で
あ
りｇ
、吉
川
半
七
、林
縫
之
助
と
い
っ
た
「
先

代
に
劣
ら
な
い
も
の
を
出
版
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
い
う
がｈ
、
他
方

で
、
学
生
の
要
望
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

丸
山
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
大
正
一
〇
年
頃
に
は
旧
版
は
お
ろ
か
大
正
期
に
刊
行

さ
れ
た
六
国
史
・
類
聚
国
史
す
ら
入
手
困
難
で
、
国
史
学
科
の
学
生
に
よ
る
再
刊

希
望
の
声
は
関
東
大
震
災
も
あ
っ
て
非
常
に
大
き
く
な
り
、
原
田
亨
一
な
ど
は
熱

心
に
そ
れ
を
説
い
て
い
た
と
い
うｉ
。「
門
下
の
人
々
に
奨
め
ら
れ
」
と
い
う
文
言

は
、
こ
う
し
た
回
想
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
事
業
は
単
に
学
生
や
他
の
人
々
の
再
刊
希
望
に
答
え
る
も
の

で
は
な
く
、
新
た
な
書
目
を
加
え
、
可
能
な
限
り
善
本
を
求
め
て
校
訂
を
加
え
る

も
の
で
、
ま
さ
し
く
黒
板
「
畢
生
の
事
業
」
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
七
年
、
蘇
峰
は
古
稀
を
迎
え
た
。
徳
富
蘇
峰
先
生
古
稀
祝
賀
会
宛
の
【
７
】

（
昭
和
７
年
２
月
26
日
）
で
黒
板
は
祝
賀
会
へ
の
出
席
を
申
し
込
ん
で
お
り
、
実

際
に
出
席
し
て
い
るｊ
。
前
年
一
一
月
に
は
、
祝
賀
記
念
論
文
集
『
知
友
新
稿
』（
民
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友
社
）
が
刊
行
さ
れ
、
三
上
参
次
、
渡
辺
世
祐
、
辻
善
之
助
、
平
泉
澄
と
い
っ
た

有
力
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
が
寄
稿
、
黒
板
は
「
東
山
御
文
庫
及
び
そ
の
歴
代
宸

翰
に
つ
い
て
」
を
寄
せ
て
い
る
。

　

こ
の
原
稿
（
四
二
〇
〇
字
余
）
は
一
気
呵
成
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、

末
尾
に
細
字
で
、「
徳
富
蘇
峰
翁
の
古
稀
の
寿
を
祝
せ
ん
が
為
め
、
こ
ゝ
に
記
念

文
集
を
公
に
せ
ら
れ
ん
と
し
、
並
木
君
切
に
一
文
を
需
め
ら
る
。
余
以
夜
継
日
、

新
訂
増
補
国
史
大
系
の
校
正
に
従
ひ
つ
ゝ
あ
る
間
に
あ
つ
て
、
遷
延
又
遷
延
い
よ

〳
〵
今
日
が
最
後
と
い
ふ
日
の
朝
記
憶
を
辿
つ
て
こ
の
一
文
を
綴
り
謹
み
て
蘇
峰

翁
に
似
す
。
／
昭
和
六
年
六
月
十
九
日　

勝
美
」
と
記
さ
れ
て
い
るｋ
。
末
尾
に
こ

う
書
き
添
え
た
と
こ
ろ
に
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
に
対
す
る
黒
板
の
打
ち
込

み
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。
右
の
日
付
か
ら
み
て
、
封
筒
の
み
残
っ
て
い
る
並

木
仙
太
郎
宛
の
【
６
】（
昭
和
６
年
７
月
22
日
）
は
、『
知
友
新
稿
』
原
稿
に
関
す

る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

古
稀
祝
賀
会
の
四
年
後
、
昭
和
一
一
年
一
一
月
七
日
に
は
、
文
章
報
国
五
十
年

祝
賀
紀
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
二
千
余
名
の
聴
衆
を
前
に
、
黒
板
は
本
解
説

冒
頭
で
紹
介
し
た
「
我
国
史
学
界
劃
期
的
事
業
│
六
国
史
と
『
近
世
日
本
国
民
史
』

│
」
と
題
す
る
講
演
を
し
た
。
黒
板
は
、
国
史
の
編
纂
著
述
は
過
去
を
究
め
て
将

来
を
作
り
だ
す
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
若
き
日
の
蘇
峰

が
『
将
来
之
日
本
』
で
国
家
の
将
来
を
描
い
た
精
神
と
『
近
世
日
本
国
民
史
』
執

筆
と
は
決
し
て
矛
盾
し
な
い
と
述
べ
、
蘇
峰
の
事
業
の
前
途
を
祝
し
て
い
るｌ
。

　

こ
の
前
年
、
黒
板
は
東
京
帝
大
を
停
年
退
官
し
て
い
た
が
、
退
官
後
も
意
気
盛

ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
評
議
委
員
会
委
員
と
し
て

「
国
史
館
」
建
設
案
を
熱
心
に
主
張
し
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
右
の
講
演
と
ほ
ぼ

同
じ
頃
、
一
一
月
五
、
六
日
頃
に
同
建
設
案
が
委
員
会
を
通
っ
た
と
い
い
、
黒
板

宅
を
訪
問
し
た
丸
山
二
郎
は
、
黒
板
が
「
通
つ
た
ぞ
…
…
通
つ
た
ぞ
…
…
」
と
連

呼
す
る
姿
を
印
象
深
く
回
顧
し
て
い
るｍ
。

　

し
か
し
、
そ
の
数
日
後
の
一
一
月
一
一
日
未
明
、
黒
板
は
史
蹟
調
査
の
た
め
に

訪
れ
た
群
馬
県
高
崎
の
旅
館
に
お
い
て
脳
溢
血
で
倒
れ
たｎ
。
一
命
は
取
り
留
め
た

も
の
の
、
言
語
・
身
体
に
不
自
由
を
来
た
し
た
黒
板
は
、
昭
和
二
一
年
一
二
月
に

死
去
す
る
ま
で
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奇
し
く
も
、
蘇
峰
を
称
え
た

黒
板
の
講
演
は
、
黒
板
の
華
々
し
い
社
会
的
活
動
の
終
末
を
飾
る
も
の
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

黒
板
の
発
病
前
後
に
進
め
ら
れ
て
い
た
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
校
訂
編
纂
事

業
に
お
い
て
、
蘇
峰
所
蔵
の
『
本
朝
文
粋
』
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
の
が

【
８
】（
昭
和
７
年
８
月
20
日
）、【
９
】（
昭
和
14
年
６
月
13
日
）、【
10
】（
昭
和
14

年
11
月
13
日
）
で
あ
り
、
ヨ
シ
カ
ワ
・
リ
サ
氏
が
ｏ

【
10
】、
坂
口
太
郎
氏
が【
８
】【
９
】

【
10
】の
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
い
るｐ
。【
８
】封
筒
表
に
は
「
８

．
２

２

」

「
ス
」、【
９
】封
筒
表
に
は
「
ス
」
の
書
入
れ
が
あ
る
が
、
蘇
峰
は
備
忘
と
し
て
封

筒
に
日
付
＋
「
ス
」（「
返
信
ス
ミ
」
の
意
）
と
書
入
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
重
要
な

返
事
に
そ
れ
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
【
８
】と【
９
】【
10
】は
字
体
に
相
違
が
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
昭
和
一
一
年
一
一

月
に
黒
板
は
発
病
し
、
療
養
生
活
中
で
あ
っ
た
。
黒
板
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』

の
書
名
や
指
示
の
た
め
の
図
、
あ
る
い
は
揮
毫
の
た
め
に
筆
を
取
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
がｑ
、【
９
】以
降
は
脇
付
が
従
来
多
用
し
て
い
た
「
梧
右
」
で
は
な
く
、
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「
座
下
」「
敬
具
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
代
筆
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。

　
【
８
】に
よ
れ
ば
、
昭
和
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
成
簣
堂
善
本
書
目
』
お
よ
び
『
成

簣
堂
善
本
書
目
特
製
図
版
』
の
寄
贈
を
受
け
、
黒
板
は
蘇
峰
所
蔵
の
『
本
朝
文
粋
』

巻
第
七
を
知
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

礼
状
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
時
に
閲
覧
し
得
た
の
か
確
実
で
な
い
が
、

そ
れ
か
ら
か
な
り
経
っ
て
再
度
『
本
朝
文
粋
』
の
閲
覧
を
求
め
て
校
訂
に
用
い
た

こ
と
を
示
す
の
が
、【
９
】【
10
】で
あ
る
。『
本
朝
文
粋
』
は
、
昭
和
一
六
年
九
月

に
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
九
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
備
え

た
借
覧
希
望
で
あ
ろ
う
。
黒
板
が
所
蔵
の
平
出
鏗
二
郎
旧
蔵
『
本
朝
文
粋
』
を
佐

佐
木
信
綱
に
貸
与
し
た
と
こ
ろ
、
佐
佐
木
が
贈
呈
と
勘
違
い
し
て
返
却
せ
ず
、
丸

山
二
郎
が
返
却
を
頼
ん
だ
逸
話
が
残
っ
て
い
る
がｒ
、
返
却
が
な
さ
れ
た
の
は
昭
和

一
五
年
冬
の
こ
と
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
同
時
期
で
あ
る
。

　
【
９
】の
閲
覧
依
頼
時
に
蘇
峰
に
寄
贈
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
鹿
児
島
県
史
』
は

黒
板
が
監
修
、
大
久
保
利
武
が
顧
問
と
な
っ
て
編
纂
し
た
県
史
で
あ
る
。
第
一
巻

は
昭
和
一
四
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
、
全
五
巻
の
刊
行
が
終
了
し
た
の
は
昭
和
一
八

年
三
月
で
あ
っ
た
。
編
纂
業
務
に
従
事
し
た
大
久
保
利
謙
が
、「
先
生
最
後
の
仕

事
」
と
評
し
た
も
の
で
あ
るｓ
。

　
【
９
】【
10
】は
、『
本
朝
文
粋
』
の
校
合
に
丸
山
二
郎
が
出
向
い
た
こ
と
を
伝
え

て
お
り
、
黒
板
を
支
え
た
丸
山
の
活
動
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。『
新
訂
増
補
国

史
大
系
』
校
訂
編
纂
事
業
開
始
時
、
黒
板
は
丸
山
に
専
任
の
事
務
局
長
就
任
を
打

診
し
、
丸
山
は
姫
路
高
等
学
校
教
授
の
職
を
辞
し
て
こ
れ
に
参
じ
た
。
以
後
、
丸

山
は
黒
板
の
下
で
事
業
を
遂
行
、
黒
板
病
臥
後
は
実
質
的
な
責
任
者
と
な
り
、
昭

和
三
九
年
の
全
書
目
刊
行
に
至
っ
たｔ
。
丸
山
は
黒
板
か
ら
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』

以
外
に
も
様
々
な
仕
事
を
任
せ
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
期
の
黒
板
を
考
え
る
う
え

で
、
丸
山
の
功
績
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

最
後
は
、【
11
】（
昭
和
18
年
４
月
26
日
）
で
あ
る
。
黒
板
の
古
稀
祝
賀
に
対
す

る
礼
状
で
、
黒
板
の
養
嗣
子
・
昌
夫
名
の
便
箋
と
、
黒
板
名
の
便
箋
各
一
枚
が
同

封
さ
れ
て
い
る
。
便
箋
・
本
文
と
も
宛
名
以
外
印
字
で
、
黒
板
の
揮
毫
は
直
筆
が

印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
宛
名
も
同
一
の
書
体
で
、
黒
板
昌
夫
の
筆
で
あ

ろ
う
か
。「
少
不
如
人
何
況
老
過
猶
未
免
敢
言
功
」
は
、
還
暦
の
頃
に
は
黒
板
が

好
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
詩
ら
し
いｕ
。
本
書
簡
に
つ
い
て
は
ヨ
シ
カ
ワ
・
リ
サ
氏

が
触
れ
て
い
るｖ
。

　

黒
板
の
古
稀
祝
賀
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
の
『
黒
板
博

士
古
稀
祝
賀
会
報
告
書
』（
梅
原
末
治
旧
蔵
）
に
そ
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
黒
板
が
古
稀
を
迎
え
る
昭
和
一
八
年
九
月
の
前
年
、
各
方
面
か

ら
古
稀
祝
賀
の
話
が
出
て
、
発
起
人
二
九
五
名
、
実
行
委
員
一
七
名
（
相
田
二
郎
、

石
田
茂
作
、
板
沢
武
雄
、
岩
井
武
俊
、
江
崎
政
忠
、
大
久
保
利
謙
、
岡
田
戒
玉
、

坂
本
太
郎
、
高
嶋
米
峰
、
鳥
羽
正
雄
、
橋
本
凝
胤
、
平
泉
澄
、
藤
田
亮
策
、
増
永

吉
次
郎
、
丸
山
二
郎
、
村
田
俊
彦
、
和
田
軍
一
）
を
揃
え
た
黒
板
博
士
古
稀
祝
賀

会
が
結
成
さ
れ
た
。

　

実
行
委
員
は
昭
和
一
八
年
に
入
っ
て
発
起
人
そ
の
他
か
ら
醵
金
を
募
り
つ
つ
そ

の
使
用
策
を
協
議
し
た
。『
報
告
書
』
三
一
頁
に
は
、
蘇
峰
が
一
般
の
寄
付
者
と

し
て
一
口
（
一
〇
円
）
寄
付
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

協
議
の
結
果
、
時
節
柄
事
業
や
祝
宴
は
控
え
る
こ
と
と
な
り
、
集
ま
っ
た
全
額
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を
記
念
品
料
と
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
月
二
五
日
に
在
京
の
実
行
委

員
が
黒
板
宅
を
訪
問
し
て
発
起
人
名
簿
・
醵
金
者
芳
名
録
・
祝
賀
記
念
品
料
を
贈

呈
し
た
と
い
う
の
で
、
返
書
の
日
付
は
贈
呈
の
翌
日
付
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

黒
板
の
文
面
は
ご
く
簡
略
で
あ
る
が
、
黒
板
昌
夫
の
文
面
は
右
の
報
告
書
以
外

に
祝
賀
の
実
態
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
病
中
の
黒
板
に
つ
い
て
は
、
筆
を
取
っ

た
話
の
ほ
か
、
家
族
と
娯
楽
に
興
じ
た
話
や
、
外
出
し
た
話
が
残
っ
て
い
る
がｗ
、

そ
れ
と
併
せ
、
周
囲
の
介
助
の
も
と
で
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た
病
床
の
姿
の
一

端
も
う
か
が
え
る
。
黒
板
の
発
病
時
、
親
友
・
荻
野
仲
三
郎
が
各
方
面
か
ら
黒
板

の
治
療
・
入
院
費
を
募
っ
て
黒
板
家
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
た
と
い
いｘ
、「
各
位
の

殊
の
外
の
御
配
慮
に
預
り
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
儀
礼
的
文
言
に
と
ど
ま
ら
な
い

意
味
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

和
田
軍
一
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
十
八
年
六
月
、
博
士
は
病
の
軽
快
に
赴
か
ざ
る

を
悟
り
、
あ
ら
ゆ
る
公
職
か
ら
退
く
こ
と
を
決
意
し
」
た
と
い
うｙ
。
古
稀
記
念
祝

賀
を
受
け
、
自
己
の
進
退
に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
六
月
以
降
、

黒
板
は
帝
室
博
物
館
顧
問
な
ど
の
公
職
を
続
々
と
退
い
たｚ
。
黒
板
に
と
っ
て
の
古

稀
は
、
公
人
と
し
て
の
節
目
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
所
蔵
の
黒
板
勝
美
書
簡
を
翻
刻
・
解
説

す
る
と
と
も
に
、
黒
板
と
蘇
峰
に
関
す
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
・
追

究
を
試
み
た
。

　

書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
黒
板
と
蘇
峰
の
関
係
は
決
し
て
濃
密
な
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
特
異
な
も
の
で
も
な
い
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
コ
レ
ク
タ
ー
・
史
料
提

供
者
、
政
界
関
係
者
と
し
て
の
蘇
峰
を
敬
重
し
つ
つ
そ
の
力
を
頼
る
姿
は
、
他
の

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
同
様
の
立
ち
位
置
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
黒
板

の
中
学
生
時
代
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
説
き
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
予
想
外
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
蘇
峰
の
活
動
期
間
の
長
さ
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

　

蘇
峰
と
他
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
財
団
所
蔵
書
簡
を
て

が
か
り
と
し
て
、
今
後
追
究
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
各
歴
史
家

の
人
物
研
究
の
基
礎
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
古
典
籍
や
史
料
を
巡
る
や
り
取
り
が

あ
れ
ば
、
戦
前
の
研
究
水
準
や
史
料
状
況
を
検
討
す
る
材
料
と
も
な
る
。
こ
れ
と

関
連
し
て
、
民
間
史
家
や
隣
接
諸
学
の
学
者
、
コ
レ
ク
タ
ー
、
出
版
関
係
者
な
ど

の
書
簡
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
は
そ
う
し
た
人
々
の
研
究
、
史

料
蒐
集
、
出
版
事
業
と
の
交
錯
の
な
か
で
成
り
立
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら

の
蘇
峰
宛
書
簡
か
ら
、
そ
う
し
た
営
為
を
う
か
が
い
得
る
可
能
性
が
あ
るあ
。

　

最
後
に
、
黒
板
と
蘇
峰
の
関
係
に
ま
つ
わ
る
課
題
を
一
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
蘇
峰
は
『
近
世
日
本
国
民
史
』
そ
の
他
の
著
作
執
筆
に
際
し
、
黒
板
の

著
作
を
ど
れ
ほ
ど
、
ど
の
よ
う
に
参
照
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

財
団
は
、
黒
板
の
著
書
を
四
冊
所
蔵
し
て
い
る
。
①
『
国
史
の
研
究
』
各
説
の

部
（
文
会
堂
書
店
、
大
正
七
年
）、
②
『
更
訂
国
史
研
究
年
表
』（
岩
波
書
店
、
昭

和
一
一
年
）、
③
『
更
訂
国
史
の
研
究
』
各
説
下
（
岩
波
書
店
、
昭
和
一
四
年
第

五
刷
、
初
版
：
昭
和
一
一
年
）、
④
『
更
訂
国
史
の
研
究
』
総
説
（
岩
波
書
店
、

昭
和
一
五
年
第
八
刷
、
初
版
：
昭
和
六
年
）
で
あ
り
、
①
②
④
に
は
蘇
峰
に
よ
っ

て
傍
線
や
頭
書
、
付
箋
が
付
さ
れ
、
②
は
歿
す
る
前
年
・
昭
和
三
一
年
に
蘇
峰
自

身
が
函
を
渋
紙
で
補
修
し
て
い
るい
。
杉
原
志
啓
氏
が
引
用
し
た
時
事
通
信
社
版

『
近
世
日
本
国
民
史
』
第
一
巻
（
昭
和
三
八
年
）
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
に
は
『
国



公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
所
蔵
黒
板
勝
美
書
簡
　
翻
刻
と
解
説

（　　）36

史
の
研
究
』
が
登
場
し
て
お
り
、
実
際
の
使
用
例
と
し
て
興
味
深
い
がう
、
果
し
て
、

他
に
は
ど
れ
ほ
ど
、
ど
の
よ
う
に
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
は
、
蘇
峰
の
歴
史
叙
述
に
対
す
る
検
討
で
あ
る
と
と
も
に
、
黒
板
の

著
作
の
〈
読
ま
れ
方
〉
の
検
討
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
期
し
た

い
。

注
（
１

）　

財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
編
『
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財

団
所
蔵
徳
富
蘇
峰
宛
書
簡
目
録
』（
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
、
平

成
七
年
）、
塩
崎
信
彦
「
蘇
峰
宛
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（
杉
原
志
啓
・
富
岡
幸
一

郎
編
『
稀
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

徳
富
蘇
峰1863-1957

』（
藤
原
書
店
、
平
成

二
五
年
）。

（
２

）　

平
泉
澄
書
簡
に
関
し
て
は
、K

iyoshi U
eda, “H

iraizum
i K
iyoshi (1895-

1984): ‘Spiritual H
istory ’ in the Service of the N

ation In T
w
entieth 

Century Japan ” (Ph.D
. diss., U

niversity of T
oronto, 2008), p104, 128, 

250. 

に
言
及
が
あ
る
。
黒
板
勝
美
書
簡
に
関
し
て
は
、
舘
隆
志
『
園
城
寺
公
胤

の
研
究
』（
春
秋
社
、
平
成
二
二
年
）
第
三
章
第
二
節
「
公
胤
の
筆
跡
に
つ
い

て
」
五
七
七
〜
五
七
九
頁
、Lisa Y

oshikaw
a, M

aking H
istory M

atter : 
K
uroita K

atsum
i and the Construction of Im

perial Japan, H
arvard 

U
niversity A

sia Center, 2017. p216, 249. 

に
言
及
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
３

）　

大
谷
正
「
川
崎
三
郎
（
紫
山
）
と
徳
富
蘇
峰
の
往
復
書
翰
（
一
）（
二
）」（『
専

修
人
文
論
集
』
一
〇
五
、
一
〇
六
、
令
和
元
年
、
令
和
二
年
）、
鈴
木
仁
「
歴

史
家
奥
山
亮
の
草
創
期
│
徳
富
蘇
峰
へ
の
書
簡
を
中
心
に
│
」（『
北
海
道
の
文

化
』
九
二
、
令
和
二
年
）。

（
４

）　

黒
板
「
我
国
史
学
界
劃
的
事
業
│
六
国
史
と
『
近
世
日
本
国
民
史
』
│
」（『
蘇

峰
会
誌
』
蘇
峰
先
生
文
章
報
国
五
十
年
祝
賀
記
念
特
輯
号
、
昭
和
一
二
年
）
六

頁
。

（
５

）　

黒
板
は
も
と
も
と
佐
賀
中
学
校
に
進
学
し
て
い
た
が
（
黒
板
勝
美
「
年
少
の

秀
才
」、
読
売
新
聞
編
『
名
士
の
学
生
時
代
』
岩
陽
堂
書
店
、
大
正
四
年
、
一

三
七
〜
一
三
八
頁
、
中
野
礼
四
郎
「
黒
板
勝
美
君
と
余
」『
日
本
歴
史
』
一
四
二
、

一
九
六
〇
年
、
八
〇
頁
）、
明
治
一
九
年
に
大
村
中
学
校
に
入
学
し
た
と
い
う

（
久
田
松
和
則
『
大
村
史
│
琴
湖
の
日
月
│
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
元
年
、
二

六
九
頁
）。

（
６

）　

同
論
文
は
前
月
に
刊
行
さ
れ
た
五
高
の
先
輩
・
藤
本
充
安
の
著
書
『
人
円
主

義
』（
九
州
日
日
新
聞
社
）
の
国
語
国
字
改
良
論
を
批
判
し
た
も
の
で
、
文
中
、

落
合
直
文
の
説
に
依
拠
す
る
と
述
べ
た
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
国
民
之
友
』

第
一
〇
〇
、
一
〇
一
、
一
〇
四
号
（
明
治
二
三
年
一
一
〜
一
二
月
）
に
連
載
さ

れ
た
落
合
「
将
来
の
国
文
」
を
指
す
と
み
ら
れ
、
文
章
の
美
や
正
確
な
意
思
疎

通
に
お
け
る
「
語
格
文
法
」
の
重
要
性
、
日
本
語
に
お
け
る
「
て
に
を
は
」
の

意
義
と
い
っ
た
論
点
が
参
照
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
文
章
・
語
句
も
一
部
そ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
た
だ
、
全
て
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
国
の

国
語
の
「
美
」
は
「
語
格
文
法
」
に
よ
る
と
い
っ
た
外
国
へ
の
言
及
や
、
漢
字

に
よ
る
当
て
字
濫
用
批
判
な
ど
は
落
合
論
文
に
は
存
在
し
な
い
。

 

　

同
論
文
は
、
黒
板
が
言
語
に
つ
い
て
論
じ
た
最
初
の
論
文
で
は
あ
る
が
、
後

の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
と
は
一
〇
年
以
上
開
き
が
あ
り
、

こ
の
間
に
黒
板
が
積
極
的
に
言
語
を
論
じ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
関
係
性
は
ほ

と
ん
ど
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
「
黒
板
勝
美
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
│

歴
史
家
に
お
け
る
「
言
語
」
と
「
民
族
」
の
発
見
│
」（『
史
苑
』
七
九-

二
、

令
和
元
年
）
で
同
論
文
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
付
言
し
て
お
く
。

 

　

な
お
、
同
論
文
中
、
黒
板
は
「
語
格
文
法
」
に
従
わ
な
け
れ
ば
正
確
な
意
思

疎
通
を
図
り
得
な
い
こ
と
は
、「
英
会
話
ヲ
ナ
ス
ニ
当
リ
テ
、
往
々
「
ヘ
ル
ン
」

師
ノ
為
ニ
更
ニ
促
サ
ル
ヽ
所
以
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
八
頁
）。「
ヘ
ル
ン
」
は

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
こ
と
で
、
五
高
時
代
の
黒
板
は
そ
の
教
え
子
の
一

人
で
あ
っ
た
。
近
年
、
平
川
祐
弘
氏
編
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
英
語
ク

ラ
ス　
《
黒
板
勝
美
の
ノ
ー
ト
か
ら
》』（
弦
書
房
、
平
成
二
六
年
）
が
刊
行
さ
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れ
、
黒
板
の
ノ
ー
ト
の
写
真
版
と
追
悼
文
「
熊
本
時
代
の
ヘ
ル
ン
氏
」（『
帝
国

文
学
』
一
〇-

一
一
、
明
治
三
七
年
）
が
収
録
さ
れ
た
。

 
　

右
の
ノ
ー
ト
に
は
「
こ
の
英
文
筆
記
ハ
余
熊
本
第
五
高
等
中
学
に
あ
り
し
比

ラ
フ
カ
ヂ
オ
・
ヘ
ル
ン
（
小
泉
八
雲
）
氏
の
口
授
す
る
と
こ
ろ
今
に
し
て
こ
れ

を
読
む
も
猶
興
味
津
々
た
る
を
覚
ゆ　

大
正
一
二
年
九
月
廿
有
一
日
夕
」
と
黒

板
が
再
読
し
た
旨
が
書
入
れ
て
あ
る
と
い
う
。
平
川
祐
弘
「
は
じ
め
に
」
は
、

熊
本
時
代
の
ノ
ー
ト
を
東
京
に
持
参
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
関
東
大
震
災
後

に
多
く
の
人
が
東
京
か
ら
地
方
に
帰
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
家
に
帰
省
し

た
黒
板
が
偶
然
ノ
ー
ト
を
見
つ
け
て
再
読
し
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
一
四

頁
）。
興
味
深
い
推
測
だ
が
、
同
日
午
前
中
に
黒
板
は
東
京
渋
谷
の
自
宅
で
聖

徳
太
子
奉
賛
会
理
事
会
を
開
催
し
て
お
り
（
正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』
一
、

中
央
公
論
新
社
、
昭
和
四
〇
年
、
一
四
九
頁
）、
東
京
自
宅
で
の
閲
覧
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
地
震
で
散
乱
し
た
蔵
書
や
私
物
の
整
理
中
に
ノ
ー
ト
を
発
見
、
思
わ

ず
再
読
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
７

）　

文
章
報
国
五
十
年
祝
賀
紀
念
講
演
会
に
お
け
る
諸
家
の
講
演
に
対
す
る
挨
拶

「
謹
で
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
│
用
意
し
た
お
話
は
止
め
ま
し
て
│
」
に
お
い
て
、

蘇
峰
は
「
着
眼
点
」「
思
想
」「
文
章
」
に
お
い
て
、
田
口
に
「
啓
発
」
さ
れ
た

と
語
っ
て
い
る
（
四
五
頁
）。

（
８

）　

黒
板
注（
４

）七
〜
八
頁
。

（
９

）　
『
七
十
八
日
遊
記
』
に
つ
い
て
は
、
杉
原
志
啓
「
徳
富
蘇
峰
│
「
支
那
」
観

に
み
る
「
発
想
の
根
源
」」（
岡
本
幸
治
編
『
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
観
』（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
平
成
一
〇
年
）
三
二
〜
三
四
頁
、
藪
田
謙
一
郎
「
徳
富
蘇
峰
の

中
国
認
識
」（
西
田
毅
・
和
田
守
・
山
田
博
光
・
北
野
昭
彦
編
『
民
友
社
と
そ

の
時
代
│
思
想
・
文
学
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
集
団
の
軌
跡
│
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
平
成
一
五
年
）
一
六
八
〜
一
七
五
頁
、
藤
田
昌
志
「
徳
富
蘇
峰
の
日
本
論
・

中
国
論
」（
同
『
明
治
・
大
正
の
日
本
論
・
中
国
論
│
比
較
文
化
学
的
研
究
│
』

勉
誠
出
版
、
平
成
二
八
年
）
九
〇
〜
九
一
頁
。

（
10
）　
「
日
本
古
文
書
様
式
論
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
に
つ
い
て
は

Y
oshikaw

a, op.cit (note 2), p68. 

「
日
本
古
文
書
様
式
論
」
自
体
に
つ
い
て

は
、
渡
邉
剛
「
資
料
紹
介　

黒
板
勝
美
『
虚
心
文
集
』
内
容
見
本
」（『
教
育
と

研
究
』
三
七
、
平
成
三
一
年
）
二
八
〜
三
〇
頁
で
言
及
し
た
。

（
11
）　

杉
原
志
啓
『
蘇
峰
と
『
近
世
日
本
国
民
史
』
│
大
記
者
の
「
修
史
事
業
」
│
』

（
都
市
出
版
、
平
成
七
年
）
五
四
〜
五
五
頁
。

（
12
）　
「
汲
古
会
の
成
立
」（『
歴
史
地
理
』
一
二-

一
、
明
治
四
一
年
）
八
五
〜
八
六

頁
。
黒
板
「
学
芸
の
守
護
者
」（
富
田
幸
次
郎
編
『
田
中
青
山
伯
』
青
山
書
院
、

大
正
六
年
）
五
八
〇
〜
五
八
二
頁
。

（
13
）　
「
平
子
鐸
嶺
追
悼
会
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
四
年
五
月
一
六
日
朝
刊

四
面
）、
高
嶋
米
峰
「
平
子
鐸
嶺
君
追
悼
会
」（『
新
仏
教
』
一
二-

六
、
明
治
四

四
年
、
五
九
三
頁
）。

（
14
）　
「
平
子
鐸
嶺
氏
供
養
塔
の
建
立
」（『
歴
史
地
理
』
一
八-

六
、
明
治
四
四
年
）

九
〇
頁
。

（
15
）　

高
田
良
信
『「
法
隆
寺
日
記
」
を
ひ
ら
く
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
六

一
年
）
七
〇
〜
七
九
頁
。

（
16
）　

早
川
喜
代
次
『
徳
富
蘇
峰
』（
徳
富
蘇
峰
伝
記
編
纂
会
、
昭
和
四
三
年
）
五

七
八
〜
五
七
九
頁
、
坂
口
太
郎
『
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
徳
富
蘇
峰
と

平
泉
澄
│
そ
の
史
学
史
的
考
察
│
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
平
成

三
一
年
）
二
四
頁
。

（
17
）　
「
故
平
子
鐸
嶺
氏
追
悼
会
並
記
念
陳
列
」（『
考
古
学
雑
誌
』
二-

一
〇
、
明
治

四
五
年
）
五
四
〜
五
六
頁
。
な
お
、「
前
田
侯
爵
出
品
の
嘉
禎
二
年
鈔
本
の
霊

異
記
」
は
出
品
さ
れ
て
い
る
（
五
六
頁
）。
こ
れ
は
後
に
尊
経
閣
叢
刊
『
日
本

国
霊
異
記　

巻
下　

解
説
付
』（
公
益
法
人
育
徳
財
団
、
昭
和
六
年
）、
尊
経
閣

善
本
影
印
集
成
40
『
日
本
霊
異
記
』（
八
木
書
店
、
平
成
一
九
年
）
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
。

（
18
）　
「
平
子
鐸
嶺
居
士
追
悼
会
」（『
歴
史
地
理
』
三
〇-

一
、
大
正
六
年
）
九
五
〜

九
六
頁
。

（
19
）　

笹
山
晴
生
「
史
学
会
大
会
今
昔
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
六-

一
、
平
成
九
年
）

三
九
頁
。

（
20
）　

舘
隆
志
『
園
城
寺
公
胤
の
研
究
』（
春
秋
社
、
平
成
二
二
年
）
第
三
章
第
二
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節
「
公
胤
の
筆
跡
に
つ
い
て
」
五
七
七
〜
五
七
九
頁
。

（
21
）　

前
掲
坂
口
注（
16
）二
二
〜
二
三
頁
。

（
22
）　

こ
の
時
期
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
渡
邉
注（
６

）一
七
八

頁
。

（
23
）　

前
掲
坂
口
注（
16
）一
一
、
二
四
頁
。

（
24
）　

黒
板
「
嘉
元
本
の
日
本
書
紀
に
就
て
」（『
国
民
新
聞
』
大
正
三
年
一
二
月
二

〇
日
付
三
面
）。
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
閲
覧
可
能

の
本
書
（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/925904

お
よ
びhttps://dl. 

ndl.go.jp/info:ndljp/pid/925905

）
に
は
、
詳
細
な
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て

お
り
、
下
巻
末
尾
（
48
コ
マ
目
）
に
よ
れ
ば
、
岡
田
希
雄
に
よ
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。
岡
田
に
つ
い
て
は
『
国
語
・
国
文
』
一
三-

四
（
昭
和
一
八
年
）
の
「
岡

田
希
雄
氏
追
悼
記
事
」（
後
藤
丹
治
・
池
上
禎
造
・
頴
原
退
蔵
・
清
水
泰
・
佐

伯
梅
友
）、『
立
命
館
大
学
論
叢
』
一
二
〔
国
語
漢
文
篇
〕
三
（
昭
和
一
八
年
）

の
「
故
岡
田
希
雄
教
授
追
悼
録
」（
高
瀬
武
太
郎
・
太
田
亮
・
小
泉
苳
三
・
橋

本
循
・
加
藤
順
三
・
塩
崎
達
人
・
岩
根
保
重
・
高
瀬
重
雄
・
国
崎
望
久
太
郎
・

後
藤
丹
治
・
清
水
泰
）、
ま
た
そ
の
遺
著
『
類
聚
名
義
抄
の
研
究
』（
一
条
書
房
、

昭
和
一
九
年
）
の
藤
井
乙
男
、
新
村
出
、
吉
沢
義
則
に
よ
る
「
序
」
が
あ
る
。

ま
た
、
川
瀬
一
馬
「
世
評
」（
同
『
柚
の
木
』
中
央
公
論
社
〔
中
公
文
庫
〕、
平

成
元
年
、
初
版
：
昭
和
二
三
年
）
一
三
三
頁
は
興
味
深
い
。

（
25
）　
「
国
史
談
話
会
」（『
史
学
雑
誌
』
二
八-

六
、
大
正
六
年
）
九
一
〜
九
二
頁
。

『
論
語
鈔
』
の
解
題
執
筆
者
は
五
山
文
学
研
究
で
知
ら
れ
た
上
村
観
光
（
閑
堂

学
人
）。
上
村
は
、
黒
板
『
国
史
の
研
究
』
初
版
（
文
会
堂
書
店
、
明
治
四
一
年
）

「
緒
言
」
二
頁
で
執
筆
協
力
者
の
一
人
と
し
て
特
に
言
及
さ
れ
る
な
ど
黒
板
と

交
友
が
あ
っ
た
。
蘇
峰
は
、『
五
山
文
学
小
史
』
で
上
村
を
知
り
、
以
来
交
友

を
結
ん
だ
と
い
う
（
蘇
峰
「
上
村
観
光
君
を
弔
ふ
」『
人
間
界
と
自
然
界
』
民

友
社
、
昭
和
四
年
、
三
四
三
頁
）。
上
村
の
死
後
、
黒
板
や
蘇
峰
の
発
起
に
よ
り
、

追
悼
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
（「
前
主
任
観
光
氏
の
追
弔
会
」『
禅
宗
』
三
七
六
、

大
正
一
五
年
、
五
三
頁
）。
上
村
に
つ
い
て
は
、
玉
村
竹
二
「
上
村
観
光
居
士

の
五
山
文
学
研
究
史
上
の
地
位
及
び
そ
の
略
歴
」（『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
上
、

思
文
閣
、
昭
和
五
一
年
）
が
右
の
『
禅
宗
』
掲
載
の
追
悼
記
事
な
ど
資
料
編
を

付
し
た
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。

（
26
）　
『
貞
観
政
要
』
巻
十
は
元
々
金
沢
文
庫
旧
蔵
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
金
沢
文
庫

編
『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』（
巌
松
堂
書
店
、
昭
和
一
四
年
）
の
「
金
沢
文
庫

旧
蔵
目
録
」
六
四
〜
六
五
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
蘇
峰
の
質
問
に
対
す
る
黒

板
の
回
答
が
「（
第
十
付
箋
）」
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
記
載
は
日
付
の
み

で
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、『
仮
名
貞
観
政
要
』
冒
頭
に
筆
写
年
代
を
推
定
し

た
蘇
峰
の
解
題
「
貞
観
政
要
に
就
て
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

黒
板
へ
の
質
問
は
刊
行
以
前
で
あ
ろ
う
。

（
27
）　

前
掲
杉
原
注（
11
）が
『
近
世
日
本
国
民
史
』
の
性
格
や
叙
述
形
式
を
検
討
、

そ
の
実
証
性
を
指
摘
し
た
。
同
書
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
の
『
近
世
日
本
国
民

史
』
へ
の
高
評
価
と
し
て
、
三
上
参
次
（
二
九
九
頁
）、
渡
辺
世
祐
（
一
四
二

頁
）、
辻
善
之
助
（
一
四
九
〜
一
五
一
頁
）
を
挙
げ
る
。
前
掲
坂
口
注（
16
）第

二
章
「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
徳
富
蘇
峰
と
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
は
、

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
の
批
判
的
な
『
国
民
史
』
評
の
存
在
に
も
留
意
し
つ
つ
、

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
家
が
主
と
し
て
『
国
民
史
』
史
料
蒐
集
の
豊
富
さ
を
評
価
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
28
）　

前
掲
坂
口
注（
16
）二
八
頁
。

（
29
）　

前
掲
早
川
注（
16
）三
三
七
、
三
六
八
頁
。
大
正
一
一
年
の
邂
逅
に
つ
い
て
は
、

蘇
峰
『
烟
霞
勝
遊
記
』
上
巻
（
民
友
社
、
大
正
一
三
年
）
一
二
〜
一
四
頁
に
も

記
載
が
あ
る
。

（
30
）　

伊
藤
隆
・
広
瀬
順
晧
編
『
牧
野
伸
顕
日
記
』（
中
央
公
論
社
、
平
成
二
年
）

一
七
五
頁
。

（
31
）　

財
団
所
蔵
大
正
一
四
年
一
一
月
六
日
付
蘇
峰
宛
工
藤
壮
平
書
簡
。

（
32
）　

本
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
朝
鮮
史
蹟
遺
物
調
査
復
命
書
」（
黒
板
勝
美

先
生
生
誕
百
年
記
念
会
編
『
黒
板
勝
美
先
生
遺
文
』
同
会
、
昭
和
四
九
年
）
が

詳
細
。
本
調
査
に
言
及
し
た
研
究
と
し
て
は
、
李
成
市
「
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と

近
代
歴
史
学
│
植
民
地
統
治
下
の
朝
鮮
史
編
修
と
古
蹟
調
査
を
中
心
に
│
」

（
寺
内
威
太
郎
他
編
『
植
民
地
主
義
と
歴
史
学
』
刀
水
書
房
、
平
成
一
六
年
）
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七
四
〜
七
五
頁
。

（
33
）　

柴
崎
力
栄
「
徳
富
蘇
峰
と
京
城
日
報
」（『
日
本
歴
史
』
四
二
五
、
昭
和
五
八

年
）
六
五
〜
六
七
頁
。

（
34
）　

山
本
四
郎
編
『
寺
内
正
毅
日
記
│
一
九
〇
〇
〜
一
九
一
八
│
』（
京
都
女
子

大
学
、
昭
和
五
五
年
）
六
七
四
〜
六
七
六
頁
。

（
35
）　

前
掲
黒
板
勝
美
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
編
注（
32
）一
〇
頁
。

（
36
）　

徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
編
『
徳
富
蘇
峰
記
念
館
所
蔵
民
友
社
関
係
資
料

集
』（
三
一
書
房
、
昭
和
六
〇
年
）
三
九
一
頁
。

（
37
）　

黒
板
と
朝
鮮
古
蹟
調
査
・
保
存
事
業
に
関
し
て
は
、
藤
田
亮
策
「
朝
鮮
古
蹟

調
査
」（
黒
板
博
士
記
念
会
編
『
古
文
化
の
保
存
と
研
究　

黒
板
博
士
の
業
績

を
中
心
と
し
て
』
同
会
、
昭
和
二
八
年
）、
前
掲
李
注（
32
）七
七
〜
八
三
頁
。

（
38
）　

前
掲
坂
口
注（
16
）二
三
〜
二
四
頁
。

（
39
）　

丸
山
二
郎
「
国
史
大
系
の
編
纂
㈡
」（
前
掲
黒
板
博
士
記
念
会
編
注（
37
））。

（
40
）　

同
、
二
八
二
〜
二
八
六
頁
。

（
41
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
、
阪
谷
芳
郎
宛
〔
年
不
明
五
月
二
〇
日
〕、
渋
沢

栄
一
宛
〔
年
不
明
六
月
二
〇
日
〕
の
黒
板
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
両
書
簡

と
も
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
刊
行
へ
の
理
解
と
援
助
（
具
体
的
に
は
予
約
購

読
者
や
人
脈
か
）
を
求
め
る
文
面
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
昭
和
四
年
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
両
書
簡
は
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https:// 

w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/index.htm

l

）
に
て
検
索
・
閲
覧
可
能
。

（
42
）　

吉
川
圭
三
「
思
い
出
す
ま
ま
（
一
）
│
国
史
大
系
の
出
版
印
刷
の
こ
と
な
ど

│
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
四
付
録
月
報
、
昭
和
四
一
年
）
八
頁
。

（
43
）　

井
野
辺
茂
雄
「
国
史
大
系
の
編
纂
㈠
」（
前
掲
黒
板
博
士
記
念
会
編
注（
37
））

二
七
二
〜
二
七
四
頁
。

（
44
）　

前
掲
丸
山
注（
39
）二
八
一
〜
二
八
二
頁
、
黒
板
昌
夫
・
斎
木
一
馬
・
坂
本
太

郎
・
丸
山
二
郎
・
皆
川
完
一
・
桃
裕
行
・
山
田
康
彦
・
吉
川
圭
三
「
座
談
会　
『
新

訂
増
補
国
史
大
系
』
校
刊
の
沿
革
（
上
）」（『
日
本
歴
史
』
一
九
八
、
昭
和
三

九
年
）
三
頁
。

（
45
）　

並
木
仙
太
郎
「
感
激
の
絶
頂　

祝
賀
会
の
盛
況
」（『
蘇
峰
会
誌
』
三-

二
、

昭
和
七
年
）
が
当
日
の
来
会
者
を
掲
げ
て
お
り
、
一
〇
四
頁
に
黒
板
の
名
前
が

み
え
る
。

（
46
）　

黒
板
「
東
山
御
文
庫
及
び
そ
の
歴
代
宸
翰
に
つ
い
て
」（
蘇
峰
先
生
古
稀
祝

賀
記
念
刊
行
会
編
『
知
友
新
稿
』
民
友
社
、
昭
和
六
年
）
一
〇
頁
。

（
47
）　

こ
の
講
演
会
の
聴
衆
に
は
井
上
光
貞
が
い
た
。
井
上
は
、
自
己
の
恩
師
・
坂

本
太
郎
が
黒
板
の
愛
弟
子
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
坂
本
が
黒
板
の
「
国
史
館
」
構

想
を
念
頭
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
設
立
を
進
言
し
、
自
分
が
そ
の
館
長
に

就
任
し
た
こ
と
か
ら
、「
黒
板
博
士
は
、
わ
た
く
し
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

と
っ
て
重
要
な
方
」
と
述
べ
、
そ
の
黒
板
の
姿
を
見
た
唯
一
の
出
来
事
と
し
て

こ
の
講
演
会
を
回
想
し
て
い
る
（『
わ
た
く
し
の
古
代
史
学
』
文
芸
春
秋
、
昭

和
五
七
年
、
一
七
〜
一
八
頁
）。

（
48
）　

丸
山
二
郎
「
仮
称
国
史
館
」（
前
掲
黒
板
博
士
記
念
会
編
注（
37
））
一
六
六

〜
一
六
七
頁
。

（
49
）　
「
黒
板
博
士
高
崎
で
卒
倒
し
危
篤
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
一
年
一
一

月
一
二
日
夕
刊
二
面
）、「
黒
板
博
士
病
む
」（『
上
毛
及
上
毛
人
』
二
三
六
、
昭

和
一
一
年
）
七
〇
頁
、
和
田
軍
一
「
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
」（
前
掲
黒
板
博

士
記
念
会
編
注（
37
））
二
一
六
頁
。

（
50
）　Y

oshikaw
a, op.cit (note 2), p.216.

（
51
）　

前
掲
坂
口
注（
16
）二
九
頁
注（
25
）。

（
52
）　

坂
本
太
郎
「
黒
板
勝
美
博
士
の
薨
去
」（『
史
学
雑
誌
』
五
七-

三
、
昭
和
二

三
年
）
五
二
頁
、
丸
山
前
掲
注（
39
）二
九
八
頁
、
前
掲
和
田
注（
49
）二
一
七
頁
、

森
克
己
「
六
十
年
の
思
い
出
」（
森
克
己
著
作
選
集
５

『
史
苑
逍
遥
』
国
書
刊

行
会
、
昭
和
五
一
年
）
四
三
九
頁
。

（
53
）　

皆
川
完
一
「
本
朝
文
粋
と
平
出
鏗
二
郎
」（『
日
本
歴
史
』
五
四
八
、
平
成
六

年
）
六
五
〜
六
六
頁
。

（
54
）　

大
久
保
利
謙
・
岡
本
堅
次
「
地
方
史
の
編
纂
」（
前
掲
黒
板
博
士
記
念
会
編

注（
37
））
三
〇
九
頁
。

（
55
）　

丸
山
二
郎
と
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
丸
山
注（
39
）、

「
朝
日
賞
の
人
た
ち
①　
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
の
完
成　

国
史
大
系
編
纂
会
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（
代
表
、
丸
山
二
郎
氏
）」（『
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
九
年
一
月
四
日
夕
刊
一
〇

面
）、
坂
本
太
郎
「
国
史
大
系
と
丸
山
二
郎
氏
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
五

付
録
月
報
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
〇
年
）。

（
56
）　

昭
和
一
〇
年
一
〇
月
、
郷
里
に
帰
省
し
た
黒
板
は
佐
世
保
高
等
女
学
校
で
講

演
、
そ
の
際
、
同
校
教
員
に
色
紙
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
同

じ
詩
を
揮
毫
し
て
い
る
（
瀬
野
精
一
郎
「
黒
板
先
生
と
三
枚
の
色
紙
」『
日
本

歴
史
』
五
〇
六
、
平
成
二
年
、
四
一
頁
）。
ま
た
、
前
掲
黒
板
博
士
記
念
会
編

注（
37
）四
八
四
、
四
八
五
頁
の
間
に
も
同
じ
揮
毫
が
あ
り
、「
自
悦
華
甲
録
李

振
祐
句　

虚
心
勝
書
」
と
あ
る
。
李
振
祐
は
清
代
の
人
物
の
よ
う
だ
が
、
黒
板

が
な
ぜ
こ
の
人
物
の
詩
を
知
り
、
好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
。

（
57
）　Y

oshikaw
a, op.cit (note 2), p.249.

（
58
）　

黒
板
伸
夫
「
追
想　

黒
板
勝
美
」（
黒
板
伸
夫
・
永
井
路
子
編
『
黒
板
勝
美

の
思
い
出
と
私
た
ち
の
歴
史
探
究
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
七
年
、
初
出
『
古

代
文
化
』
四
九-

三
〔
特
集　

黒
板
勝
美
博
士
を
偲
ぶ
〕、
平
成
九
年
）
四
〜
五

頁
、
黒
板
昌
美
「
普
段
着
の
勝
美
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」（『
同
』）
三
一
〜
三
三
頁
、

黒
板
伸
夫
・
永
井
路
子
・
渡
邉
剛
「
黒
板
勝
美
と
国
史
学
界
の
思
い
出
」（『
同
』）

四
六
、
五
二
頁
。
右
の
『
古
代
文
化
』
四
九-

三
に
は
「
代
々
木
会
に
よ
る
黒

板
先
生
病
中
慰
安
会
」
と
題
す
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
筑
波
藤
麿
邸
で

開
催
さ
れ
た
慰
安
会
に
招
か
れ
た
黒
板
の
姿
が
写
っ
て
い
る
が
、
大
久
保
利
謙

に
よ
れ
ば
本
写
真
は
昭
和
一
八
、
九
年
頃
の
も
の
だ
と
い
う
。

（
59
）　
「
新
春
を
彩
る
佳
話　

黒
板
老
博
士
を
繞
る
師
弟
愛
の
感
激
篇
」（『
東
京
朝

日
新
聞
』
昭
和
一
二
年
一
月
四
日
朝
刊
一
一
面
）。

（
60
）　

前
掲
和
田
注（
49
）二
一
七
頁
。

（
61
）　

丸
山
二
郎
「
黒
板
勝
美
博
士
の
年
譜
と
業
績
」（
前
掲
黒
板
博
士
記
念
会
編

注（
37
））
五
〇
〇
頁
。
同
頁
に
列
挙
さ
れ
た
退
職
の
う
ち
、
史
蹟
調
査
嘱
託
・

朝
鮮
総
督
府
博
物
館
協
議
員
以
外
は
『
官
報
』
で
裏
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、
黒

板
は
歿
す
る
ま
で
史
学
会
顧
問
で
あ
っ
た
が
（
前
掲
坂
本
注（
52
））、
こ
う
し

た
民
間
の
名
誉
職
で
そ
の
ま
ま
在
任
し
た
も
の
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

（
62
）　

真
名
子
晃
征
「
高
楠
順
次
郎
と
徳
富
蘇
峰
│
徳
富
宛
書
簡
の
翻
刻
と
概
要

│
」（『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
三
、
平
成
二
九
年
）
は
、
高

楠
順
次
郎
が
蘇
峰
に
そ
の
所
蔵
す
る
古
典
籍
の
閲
覧
依
頼
や
、
情
報
の
照
会
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
財
団
所
蔵
書
簡
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
書

簡
は
、
他
の
学
者
か
ら
も
数
多
く
発
せ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

（
63
）　
『
更
訂
国
史
研
究
年
表
』
の
函
に
「
昭
和
卅
一　

八
月
念
五　

蘇
叟
九
十
四

補
修
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
渋
紙
に
よ
る
補
修
は
蘇
峰
が
多
用
し
た
辞
書
な
ど

に
み
ら
れ
る
と
い
う
が
、
同
書
の
函
は
破
損
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
汚
損

部
分
を
隠
す
た
め
に
渋
紙
を
貼
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

塩
崎
信
彦
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

（
64
）　

前
掲
杉
原
注（
11
）二
五
九
頁
。

〔
付
記
〕

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
蘇
峰
関
係
の
調
査
・
情
報
に
関
し
て
は
徳
富
蘇
峰
記
念
塩

崎
財
団
の
塩
崎
信
彦
・
宮
崎
松
代
両
氏
の
御
協
力
・
御
教
示
を
得
た
。
翻
刻
・
解

説
に
関
し
て
は
坂
口
太
郎
・
渡
邉
拓
也
両
氏
の
御
助
言
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を

表
す
る
。


